
取材・文／長島佳子（7P～13P）、松井大助（14P～17P） 　
撮影／竹内弘真（10P～13P）
写真提供／青森県立八戸東高校、関東第一高校、岡山県立津山商業高校、
山形県立山形北高校（7P）
研修会場／東京・沖縄
研修参加者／東京：安東真美先生（岡山県立和気閑谷高校）、
井上 文先生（山形県立山形北高校）、小林光一先生（東京・順天中学校高校）、
舘 龍之介先生（北海道長万部高校）、田中愛子先生（大阪市立東高校）、
長谷川弘和先生（宮城県利府高校）、
平川裕美子先生（福岡県立大牟田北高校）、
牧野美穂先生（岡山県立津山商業高校）、山﨑健太先生（新潟県立長岡高校）、
横山北斗先生（東京・関東第一高校）
沖縄：おきなわ教育ラボの研修会にご参加の先生方

全体計画を立てる

年間指導計画を立てる 

特別活動を要として
カリキュラムをデザインする

HR活動の指導案を作成する

ホームルーム活動を
特別活動の中核として考える

キャリアガイダンス
誌上研修会

 

育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
の
視
点
で

「
特
別
活
動
」を
捉
え
直
す

す
べ
て
の
学
校
で
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
特
別
活
動
。

そ
れ
を
、
教
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
同
様
に
、
生
徒
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
の
視
点
で
捉
え
直
す
こ
と
で
、

生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
寄
与
す
る
取
組
へ
と
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
特
別
活
動
を
ど
の
よ
う
に
設
計
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

全
体
計
画
の
立
て
方
、
教
科
・
科
目
や
総
合
的
な
探
究
の
時
間
と
連
動
し
た
年
間
指
導
計
画
の
構
成
の
仕
方
、

特
別
活
動
の
中
核
と
い
え
る
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
の
指
導
案
を
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
意
識
し
な
が
ら
ど
う
考
え
る
べ
き
か
、

文
部
科
学
省
の
長
田 

徹
氏
に
研
修
会
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
語
ら
れ
た
特
別
活
動
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

東
京
・
沖
縄
で
行
っ
た
各
研
修
で
の
レ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
お
伝
え
し
ま
す
。
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特
別
活
動
と
は
周
知
の
と
お
り
、「
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
活
動
」(

以
下
、Ｈ
Ｒ
活
動)

と
「
生
徒

会
活
動
」と
い
う
二
つ
の
活
動
と
、「
学
校
行

事
」で
構
成
さ
れ
て
い
る（
図
１
）。

 

「
ど
の
学
校
で
も
、水
や
空
気
の
よ
う
な
存

在
と
し
て
、あ
ま
り
目
標
や
内
容
を
意
識
さ

れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
学
習

指
導
要
領
で
は
、各
教
科
同
様
、『
〇
〇
の

見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
』と
い
う
文
言
か
ら

は
じ
ま
る
目
標
が
あ
り
、育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
と
し
て
、『
知
識
及
び
技
能
』『
思

考
力
、判
断
力
、表
現
力
等
』『
学
び
に
向
か

う
力
、人
間
性
等
』の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
て
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
・
図
３
）。
そ
し
て
、

目
標
達
成
に
向
け
、各
活
動
・
行
事
の
内
容

等
を
図
１
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、実
際
に
は
Ｈ
Ｒ
活
動
が
行
事
の
準
備

に
充
て
ら
れ
る
な
ど
、こ
れ
ら
を
意
識
し
て

い
る
高
校
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
で
し
ょ
う
か
」

（
長
田 

徹
先
生
・
以
下
同
）

　

特
別
活
動
の
見
方
・
考
え
方
と
は
、図
２

の
よ
う
に
、「
人
間
関
係
形
成
」「
社
会
参
画
」

「
自
己
実
現
」と
い
う
三
つ
の
視
点
を
ベ
ー
ス

と
し
た
も
の
。
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
他

な
ら
な
い
。
ま
た
、特
別
活
動
の
特
質
と
し

て
、「
集
団
活
動
」と
「
実
践
的
な
活
動
」が

挙
げ
ら
れ
る
。
教
科
は
一
人
で
学
ぶ
場
面
も

あ
る
が
、特
別
活
動
は
集
団
活
動
が
原
則
中

心
だ
。
ま
た
、教
科
で
は
学
ん
だ
こ
と
で
課

題
解
決
の
仮
説
を
立
て
る
と
こ
ろ
ま
で
で

終
わ
る
こ
と
も
あ
る
が
、特
別
活
動
で
は
実

践
を
と
も
な
う
（
実
践
へ
の
意
欲
付
け
を
含

む
）取
組
が
欠
か
せ
な
い
。さ
ら
に
学
習
過
程

と
し
て
、集
団
と
し
て
の「
合
意
形
成
」を
進

め
る
活
動
形
態
と
、個
人
と
し
て
自
己
の
在

り
方
生
き
方
を
「
意
思
決
定
」し
て
い
く
活

動
形
態
が
あ
る
。（
い
ず
れ
も
18
ペ
ー
ジ
以
降

を
参
照
の
こ
と
）

　

特
別
活
動
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
す
る

に
あ
た
っ
て
最
も
大
事
な
の
は
、各
学
校
の

生
徒
の
現
状
を
見
取
り
、身
に
付
け
さ
せ
た

い
資
質
・
能
力
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
だ

と
長
田
先
生
は
語
る
。

講師
文部科学省／国立教育政策研究所

長田 徹氏

特
別
活
動
の
構
成
内
容
や

育
成
す
る
資
質
・
能
力
を
把
握
す
る

特
別
活
動
で
自
校
の
生
徒
に

育
み
た
い
資
質
・
能
力
を
具
体
化

特別活動を構成するもの図1

（1） ホームルームや学校における生活づくりへの参画｠
 ア ホームルームや学校における生活上の諸問題の解決｠
 イ ホームルーム内の組織づくりや役割の自覚｠
 ウ 学校における多様な集団の生活の向上｠

（2） 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全｠
 ア 自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成｠
 イ 男女相互の理解と協力｠
 ウ 国際理解と国際交流の推進｠
 エ 青年期の悩みや課題とその解決｠
 オ 生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や
 　 規律ある習慣の確立｠

（3） 一人一人のキャリア形成と自己実現｠
 ア 学校生活と社会的・職業的自立の意義の理解｠
 イ 主体的な学習態度の確立と学校図書館等の活用｠
 ウ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成｠
 エ 主体的な進路の選択決定と将来設計｠

※特別活動の「合意形成」「意思決定」についての詳細は18ページ以降を参照

合
意
形
成

意
思
決
定

●ホームルーム活動 （12内容項目）
（1） 生徒会の組織づくりと
 生徒会活動の計画や運営
（2） 学校行事への協力
（3） ボランティア活動などの社会参画｠

合
意
形
成

●生徒会活動 （3内容）

（1） 儀式的行事｠
（2） 文化的行事｠
（3） 健康安全・体育的行事｠
（4） 旅行・集団宿泊的行事｠
（5） 勤労生産・奉仕的行事｠

合
意
形
成

意
思
決
定

●学校行事 （5種類）

特別活動

特別活動を要として
カリキュラムを
デザインする

まずは学校の教育活動全体の中で、特別活動をどのよう
に位置付け、どんな活動を中心にして高校生活を構成して
いくのか、特別活動の全体計画と年間指導計画の立て方
について考察します。
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「
自
校
の
生
徒
の
課
題
に
見
合
っ
た
育
成

目
標
を
、『
知
識
及
び
技
能
』で
あ
れ
ば『
〜

が
身
に
付
い
て
い
る
（
〜
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
る
）
』、『
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
等
』

で
あ
れ
ば『
〜
が
で
き
る
（
〜
し
て
い
る
）
』、

『
学
び
に
向
か
う
力
、人
間
性
等
』で
あ
れ
ば

『
〜
し
よ
う
と
し
て
い
る
』な
ど
の
言
葉
で
置

き
換
え
て
具
体
的
に
設
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

目
標
は
と
も
す
る
と
抽
象
的
な
表
現
に

な
り
が
ち
で
す
が
、そ
れ
で
は
、生
徒
が『
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
の
か
』が
理
解

で
き
な
か
っ
た
り
、教
員
間
で
ゴ
ー
ル
共
有
が

難
し
く
な
り
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
受
け
取
り

方
が
変
わ
る
表
現
で
は
、活
動
や
成
果
に
対

す
る
適
正
な
評
価
が
で
き
ず
、そ
の
後
の
改

善
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
基
本
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
て
改

善
し
て
い
く
こ
と
で
、特
別
活
動
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
も
同
様
で
す
」

　

理
想
的
に
は
各
年
度
の
年
間
指
導
計
画

を
立
案
す
る
際
に
、特
別
活
動
に
つ
い
て
も

資
質
・
能
力
を
具
体
化
し
て
、目
標
や
学
習

過
程
を
意
識
し
て
具
体
的
な
活
動
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
だ
。
し
か
し
、既
に
決
ま
っ
て

い
る
特
別
活
動
の
内
容
や
種
類
に
お
い
て
も
、

教
員
が
生
徒
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向

け
た
資
質
・
能
力
を
意
識
し
て
い
く
こ
と
で
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
の
意
義
が
深
ま
っ
て

い
く
は
ず
だ
。

　

さ
ら
に
長
田
先
生
は
、特
別
活
動
は
教

科
・
科
目
と
往
還
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を

意
識
し
て
ほ
し
い
と
言
う
。

 
「
特
別
活
動
は
実
践
的
な
活
動
で
あ
る
と

述
べ
ま
し
た
が
、教
科
・
科
目
で
の
学
び
を
実

際
の
場
面
で
活
用
で
き
る
時
間
で
あ
る
と

と
も
に
、特
別
活
動
で
の
学
び
が
教
科
学
習

の
土
台
と
も
な
る
の
で
す
」

　

例
え
ば
、文
化
祭
や
修
学
旅
行
、就
業
体

験
な
ど
の
学
校
行
事
で
も
、教
科
等
で
学
ん

だ
内
容
と
の
つ
な
が
り
を
生
徒
が
見
い
だ
せ

れ
ば
、行
事
の
質
を
一
層
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
が
特
別
活

動
と
連
動
す
る
教
科
が
あ
れ
ば
、特
別
活
動

で
実
践
し
た
成
果
に
基
づ
い
て
教
科
学
習
を

す
る
こ
と
で
、双
方
の
学
び
が
深
化
し
広
が

り
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
そ
の
意
味

で
、学
校
行
事
な
ど
大
き
な
活
動
で
必
要
と

な
る
事
前
・
事
後
指
導
の
主
た
る
役
割（
図

４
）を
、直
前
・
直
後
学
習
と
誤
解
せ
ず
に
正

し
く
捉
え
て
全
体
の
指
導
計
画
を
立
て
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
長
田
先
生
は
語
る
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
を
体
感
し
て
も
ら
う
た

め
に
、小
誌
は
今
年
の
４
月
に
、有
志
の
先

生
に
参
加
い
た
だ
き
、長
田
先
生
に
よ
る
研

修
会
を
実
施
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
は

①「
全
体
計
画
の
作
成
」②「
年
間
指
導
計

画
の
作
成
」③「
単
元
の
指
導
案
作
成
」の

３
ス
テ
ッ
プ
か
ら
成
る
。
ま
ず
は
東
京
で
、ス

テ
ッ
プ
１
・２
、さ
ら
に
沖
縄
で
ス
テ
ッ
プ
３
の

研
修
を
行
っ
た
。

　

研
修
で
は
便
宜
上
、条
件
設
定
さ
れ
た
架

空
の
高
校
の
２
学
年
を
対
象
と
し
て
、中
心

的
な
学
校
行
事
を
メ
イ
ン
に
し
た
、「
全
体

計
画
」「
年
間
指
導
計
画
」、事
前
・
事
後
指

導
と
し
て
の
「
Ｈ
Ｒ
活
動
の
指
導
案
」を
作

成
し
て
も
ら
っ
た
。次
ペ
ー
ジ
か
ら
そ
の
研
修

の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、特
別
活
動

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・
デ
ザ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
く
。

教
科
・
科
目
と
の
往
還
も
踏
ま
え
て

特
別
活
動
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

特別活動の目標（前半部分）図2

事前・事後指導の役割図4

図3

●知識及び技能

多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を
行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を
身に付けるようにする。 

●思考力、判断力、表現力等

集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決す
るために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したり
することができるようにする。

●学びに向かう力、人間性等

自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを
生かして、主体的に集団や社会に参画し、生活及び人
間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方
生き方について自覚を深め、自己実現を図ろうとする態
度を養う。

学習のプロセス 考え方

事前指導

事前学習
体験活動の動機づけや意欲等を高め、
学びや体験活動の質を向上させる学
習活動

直前学習
体験活動を安全に行うために最低限
必要な学習活動（集会、マナー講座、ア
ポ取りなど）

体験活動 例）就業体験活動（インターンシップ）等

事後指導

直後学習
体験活動の成果を内面化、共有化させ
るために、最低限必要な学習活動（感
想文、事業所へのお礼の手紙など）

事後学習 体験活動の成果を定着化させ、より深
化や広がりをもたせる学習活動

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、
様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、互いのよ
さや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を
解決することを通して、次のとおり資質・能力を育成するこ
とを目指す。｠

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、
集団活動 自主的、実践的に取り組み

実践的な活動集団活動

を
と

や
り

人間関係形成 社会参画 自己実現視
点→

特
質→

※図2・3：学習指導要領第5章第1より

特別活動の目標
（育成を目指す資質・能力の三つの柱）

育成したい資質・能力の視点で「特別活動」を捉え直す
学びをつなぎ、未来へつなぐ 「特別活動」
誌上研修会
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全体計画
を立てる

　

全
体
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、事
前
に
用

意
さ
れ
た
上
記
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
利
用
。

Ａ
班
・
Ｂ
班
に
分
か
れ
た
各
５
名
の
先
生
た

ち
が
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
流
れ
に
沿
っ
て
全
体

計
画
を
練
っ
た
。
研
修
用
に
設
定
さ
れ
た
架

空
の
学
校
と
し
て
、右
図
の
よ
う
な
学
校
環

境
の
ほ
か
、現
状
の
生
徒
像
や
地
域
の
状
況

な
ど
の
子
細
が
条
件
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
条
件
に
基
づ
き
、自
校
の
生
徒
の
強

み
・
弱
み
を
具
体
的
に
想
定
し
、学
校
全
体

の
教
育
目
標（
学
校
全
体
の
特
別
活
動
の

目
標
）、特
別
活
動
で
２
年
生
に
身
に
付
け

さ
せ
た
い
力
、そ
の
た
め
に
実
施
す
る
中
心

的
な
学
校
行
事
と
、事
前
・
事
後
指
導
を
各

３
コ
マ
以
上
策
定
す
る
。
中
心
と
な
る
学
校

行
事
は
、既
存
の
文
化
祭
な
ど
で
も
新
た
に

育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
の
視
点
で
、

特
別
活
動
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
捉
え
直
す

生
徒
の
実
態
を
捉
え
て
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

基
づ
い
て
考
察
す
る

研
修
で
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
10
名
の
先
生
方
が
、
２
班

に
分
か
れ
て
架
空
に
設
定
し
た
各
学
校
の
特
別
活
動
を
計
画
。
最
初
に
全

体
計
画
の
策
定
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ワークシートに沿って全体計画を練っていく

まず、生徒の
現状確認！

条件設定の生徒像からどんな課題をも
った生徒なのか掘り下げる。この見取り
を誤ると、目標設定がズレてしまう。

「素直で活動には積極的だけど、指示待ち
なのはうちの学校でもよくある。単純活動は
積極的だけど、複雑になると消極的に」
「主体性と自己肯定感の低さはどの学校
でも共通の課題だよね」

誌上研修会

地
方
都
市
・
長
田
市

長
田
市
立
○
○
高
校

（
普
通
科+

商
業
科
）

生
徒
数
／
１
年
か
ら
３
年
は
６
学
級
、

各
学
年
２
１
０
人
程
度

※
そ
の
他
、生
徒
像
や
地
域
の
状
況
が
細
か
く

　

仮
設
定
さ
れ
て
い
る

環境・条件 【
研
修
で
の
場
面
設
定
】

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（Vol.428）

※ダウンロードできるのは未記入のフォーマットです。
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創
意
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
も
ど
ち
ら
で
も
い

い
。
事
前
・
事
後
指
導
は
特
別
活
動
以
外
の

教
科
や
総
合
的
な
探
究
の
時
間（
以
下
、総

合
）で
も
構
わ
ず
、1
学
年
か
ら
3
学
年
ま

で
の
長
期
で
捉
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

先
生
た
ち
は
架
空
の
生
徒
た
ち
を
想
像

し
な
が
ら
も
、各
々
の
自
校
の
生
徒
と
照
ら

し
合
わ
せ
た
り
、自
校
で
取
り
組
ん
で
い
る

教
育
目
標
の
立
て
方
や
学
校
行
事
に
つ
い
て

共
有
し
な
が
ら
、話
し
合
い
を
進
め
て
い
た
。

行
事
を
考
え
る
ケ
ー
ス
の
た
め
、自
校
で
は

実
現
で
き
て
い
な
い
が
温
め
て
い
た
ア
イ
デ
ア

を
出
す
先
生
も
い
た
。
行
事
あ
り
き
で
考
え

る
と
、資
質
・
能
力
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
り
、

資
質
・
能
力
の
言
葉
が
抽
象
的
で
具
体
的
な

活
動
に
落
と
し
込
み
に
く
か
っ
た
り
と
、ワ
ー

ク
シ
ー
ト
上
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
、

50
分
間
で
全
体
計
画
を
作
成
し
終
え
た
。

全校生徒を対象とした
「全体目標」を立てる

学校で設定している校訓などは抽象度
が高いため、どんな生徒に育ってほしい
かを生徒の強み・弱みを踏まえて具体的
な言葉にしていく。

中心となる特別活動と、
事前・事後の

指導の流れを作成

身に付けさせたい力を育むための軸とな
る活動を、2年生の学校行事で実施す
る仮定で設計。9ページの図4のポイン
トに留意して事前・事後指導の単元も
設定する。

 事前・事後指導が、中心的な学
校行事の下請けになっていな
いか？
 事前・事後指導がどの教科や活
動の、どんな単元・題材で何時間
かけるか具体的になっているか？

「3年間での長期の目標を具体的な
ワードにするのは結構難しい。先に
2年生で身に付けさせたい力から考
えた方がわかりやすいかも」

「生徒の成長を家庭や地域も評価で
きるよう、地域を巻き込んだわくわくす
るプロジェクトにしよう！」
「行事の面白さに引っ張られすぎない
ように、特別活動の目標や資質・能力
とすり合わせながら考えよう」

「うちの学校でも職員会議で話し合って
七つのチカラを設定したが、個々の授業
に反映するのは簡単ではないですね」
「特別活動で成功体験を積ませて自己
肯定感を育んであげたいね」

対象学年で
身に付けさせたい具体的な
「資質・能力」の設定

設定した生徒の課題を解決するために
学習指導要領や解説を参考に、2年生
の特別活動で身に付けさせたい力を、9
ページの図2・3に沿う内容で、自校の生
徒に向けて具体化する。

 身に付けさせたい力は、特別活動
の三つの視点と合致しているか？
 身に付けさせたい力は「資質・能
力」の三本柱に当てはまるか？

の前の生徒を見取り、育みたい資質・能力はどんな
力かについて、まずは学年団で対話することから始

めてみてはどうでしょう。学校行事は前年度踏襲が多いのが
実情ではないでしょうか。その場合も、既存の行事を資質・
能力の視点で捉え直せば、同じ行事でもまったく違って見え
てくるかもしれません。また、キャリア教育として生かすことが
できるかもしれません。文化祭や体育祭は大人になっても楽
しい思い出として記憶に残っていますが、資質・能力を追わ
ずに行事を実施すると、その後の人生につながっているか
は疑問です。楽しい思い出に留まらない学びにするために、
目の前の生徒たちの姿をよく見ましょう。

自校で全体計画を作るときは

目

長田先生からのアドバイス

育成したい資質・能力の視点で「特別活動」を捉え直す
学びをつなぎ、未来へつなぐ 「特別活動」
誌上研修会
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年間指導
計画
を立てる

　

前
ペ
ー
ジ
の
全
体
計
画
で
立
て
た
学
校
行

事
を
中
心
に
、資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け

て
事
前
・
事
後
に
Ｈ
Ｒ
活
動
を
中
心
に
教
科

横
断
で
取
り
組
む
年
間
指
導
計
画
を
つ
く

る
。
上
図
の
よ
う
な
月
次
別
の
一
覧
表
に
、月

ご
と
に
実
施
す
る
内
容
を
当
て
込
ん
で
い
く
。

 

「
実
は
研
修
の
班
分
け
は
、意
図
的
に
担
当

教
科
を
分
散
し
ま
し
た
。各
先
生
が
自
分
の

教
科
で
育
成
し
て
い
る
力
の
な
か
で
、今
回

立
案
し
た
中
心
的
な
行
事
に
結
び
つ
け
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
」

　

ま
た
、長
田
先
生
が
特
に
意
識
し
て
ほ
し

各
教
科
・
科
目
、総
合
的
な

探
究
の
時
間
な
ど

月
次
の
計
画
を
考
察
す
る

１・ 

中
心
と
な
る
学
校
行
事（
体
験
活
動
）は

既
存
の
体
育
祭
、文
化
祭
、就
業
体
験
活
動

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）で
も
、創
意
工
夫
さ

れ
た
も
の
で
も
よ
い

２・ 

事
前
・
事
後
指
導
は
入
学
か
ら
卒
業
ま
で

の
長
期
に
わ
た
っ
て
捉
え
、そ
の
中
か
ら
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、事
前
・
事

後
指
導
と
し
て
３
コ
マ
以
上
作
成
す
る

３・ 

そ
の
事
前
・
事
後
指
導
の
教
育
課
程
上
の

位
置
付
け
は
、特
別
活
動
、教
科
・
科
目

等
、ど
れ
を
想
定
し
て
も
構
わ
な
い

４・ 

地
域
の
実
態
に
合
っ
た
特
色
あ
る
取
組
を

模
索
す
る

５・ 

発
達
の
段
階
を
十
分
に
考
慮
す
る

プログラム作成の条件 【
年
間
指
導
計
画
の
条
件
設
定
】

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
を

「
特
活
の
中
核
」と
し
て
機
能
さ
せ
る

前
ペ
ー
ジ
で
策
定
し
た
中
心
的
な
学
校
行
事
と
、
事
前
・
事
後
指
導
を

い
つ
、
何
の
単
元
で
行
う
か
を
、
年
間
指
導
計
画
と
し
て
一
覧
に
作
成
。

事
前
・
事
後
の
Ｈ
Ｒ
活
動
や
教
科
と
の
往
還
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

中心的
活動事前指導 事後指導

中心となる学校行事を
何月に実施するか配置

まず、中心となる行事をいつ行うかを置い
てみる。その時期によって、関連する事
前・事後のHR活動の議題や題材、各教
科の単元を置くべき時期が見えてくる。

事前・事後指導を
何月に実施するか配置

事前・事後指導は、特別活動の動機付
けや定着化のための学習として、HR活
動、教科・科目や総合でその目的に合致
している単元があればつなぐ。

「商店街で実施するリアルインタ
ーンシップが中心的行事なので、
文化祭での活動や教科の学びも
つながるから、それらを経て10月ご
ろに実施したいですね」

「身に付けさせたい力
は主体性、自己肯定
感、他者を感じる力だか
ら、事前・事後指導にも
どれが当てはまるかマー
キングしていこう！」

自
由
設
定

月ごとに実施する内容を当て込んでいく

誌上研修会
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い
と
語
る
の
が
、９
ペ
ー
ジ
や
図
４
で
示
し
た

よ
う
に
、事
前
・
事
後
指
導
と
し
て
行
う
Ｈ

Ｒ
活
動
や
教
科
・
科
目
、総
合
が
行
事
の
下

請
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

 

「
体
験
活
動
を
安
全
に
行
う
直
前
の
学
習

や
、成
果
を
共
有
す
る
直
後
の
学
習
も
必
要

で
す
が
、資
質
・
能
力
に
つ
な
が
ら
な
い
の
は

も
っ
た
い
な
い
。Ｈ
Ｒ
活
動
の
時
間
は
単
な
る

行
事
の
準
備
や
片
付
け
の
時
間
に
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｒ
活
動
の
内
容
項
目
を
よ

く
見
て
い
た
だ
き
（
８
ペ
ー
ジ
・
図
１
）、む
し

ろ
特
別
活
動
全
体
の
基
盤
は
Ｈ
Ｒ
活
動
に

あ
る
と
い
う
捉
え
方
を
し
て
ほ
し
い
で
す
」

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、Ｈ
Ｒ
活
動
の
重
要
性
に
つ

い
て
解
説
し
、各
班
が
事
前
・
事
後
指
導
と

し
て
設
定
し
た
Ｈ
Ｒ
活
動
の
指
導
案
作
成

（
ス
テ
ッ
プ
３
）を
、沖
縄
の
先
生
た
ち
に
実

践
し
て
も
ら
っ
た
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

資質・能力や事前・事後指導の
題材が具体的に明記されている

B班は、身に付けさせたい資質・
能力を「～できる」「～しようとす
る」など具体化していたので、
生徒と共有しやすくなっていま
す。また、教科で実施する事前・
事後指導の題材も具体的だっ
たのもよかったと思います。

A班は、設定した行事を
通して生徒たちが自己
評価する評価方法も年
間指導計画にちゃんとい
れていましたね。また、事
前・事後指導の複数の
HR活動が、12内容項目
（8ページ・図1）のどれに
当てはまるかを明記して
いたのもよかったです。

活動を評価するところまでを
年間指導計画に盛り込んでいる

「生徒に身に付けさせたい資質・能力
は普段は高校3年間で考えるので、2
年生という中間地点で考えるのが大変
でした」
「身に付けさせたい力を抽象的な表現か
ら具体化していくときに、もれてしまうニュ

アンスがあり、もらさないようにすると膨
大になるため、取捨選択が大事ですね」
「計画した行事と教科とのつながりが重
要なポイントなので、もっと時間をかけて
詰めて考えたかったです」

「地域の子どもたちへの学習支援」を計画した
Ａ班の先生たちの感想

「事前・事後指導の組み合わせが大変
と想像していましたが、身に付けさせたい
力を具体化していくことに最も時間がか
かりました」
「身に付けさせたい力を何度も練り直した
つもりでしたが、行事の内容を詰めるうち

に、そちらを重視してしまい、本当に資質・
能力とつながっていたかが不安でした」
「教科では資質・能力は普段一人で考え
ますが、みんなで本音で話し合いながら
考えたのがよかったので、自校でも学年
会などでできるといいと思いました」

「商店街でのリアルインターンシップ」を計画した
Ｂ班の先生たちの感想

縦軸の項目は
自由に設定

横軸に4月から3月までの月名を入れ、
縦軸は自由に設定。全体計画で立てた
中心的な行事と事前・事後指導が網羅
できればよい。

「学校行事が中心となる
のでそれを真ん中に。関
連する事前・事後指導
には、HR活動と教科・科
目、総合があるけど、生
徒会はどうしよう？」

完成した年間指導計画を振り返る

在計画している特別活動をゼロリセットする必要は
なく、今まで継承してきた学校行事などは宝です。

それらを捉え直して、HR活動を中核に教科・科目等を越え
て、意味付けしていくことから始めてみましょう。
　また、事前・事後指導も本来は特別活動のために行う
のではなく、既に教科や総合でやっていることを資質・能
力の切り口で特別活動と紐づけて、つなげていけばよいと
思います。そのために今回の研修のように教科横断で教
員が集まって、年間指導計画を作る機会をもつとよいので
はないでしょうか。

自校で年間指導計画を作るときは

現

長田先生からのアドバイス

育成したい資質・能力の視点で「特別活動」を捉え直す
学びをつなぎ、未来へつなぐ 「特別活動」
誌上研修会
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